
生産・業務プロセスの改善で、新技術活用、品質管理について習得するコースです。

生産性向上支援訓練のご案内生産産性性向向向向向向向上上上上上支支支支援援援援援援援援援訓練練練練練練練練練のののごご案案案案案案案案案内内内

受講生募集
令和8年

10 12月 月

〒730-0825 広島市中区光南5丁目2番65号  TEL:082-248-1532  FAX:082-241-4734
E-mail:hiroshima-seisan@jeed.go.jp

主催／問合せ先
独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構広島支部（JEED広島）
広島職業能力開発促進センター　生産性向上人材育成支援センター

ポリテク広島　オープンコース

https：//www3.jeed.go.jp/hiroshima/poly/biz/hl52qs00000e6rp2.html

ポリテクセンター広島では、企業で働く人々を対象とした課題解決力、IT活用力を
強化し生産性向上を目指すセミナーを実施しています広島市内開催（４‒４）

▼申込方法（お申込みの前に、申込書記載の確認事項をご確認願います）
　・2次元コードよりWeb申込みできます。
　・または、裏面の受講申込書に必要事項をご記入の上、当センターあてメールまたはFAXでお申込みできます。
　　 なお、下記検索ワードや二次元コード（令和8年度生産性向上支援訓練オープンコース募集計画）からも、
　　専用フォームへのアクセスや受講申込書がダウンロードできます。

Web受講申込

日程▶令和8年10月27日㈫（9:30 ～ 16:30）

講師▶金子 めぐみ 氏
（株式会社ビットゼミ）

会場▶株式会社ビットゼミ
（広島市中区東白島町19-5白島森野ビル２F）

内容▶・生成AI概要
（生成AIの基本概念と仕組み、守るべき倫理・安全性・透明性・責任等）
・生成AIの活用事例と今後の展望
　（ビジネスシーンでの活用事例、今後の展望）
演習にて様々な活用方法を試して、何が出来るのかを
体験いただきます

申込締切日／令和8年10月13日㈫　受講料／3,300円（税込）

コース番号40 生成AIの活用

定員
15名

生成AIの概要とビジネスの現場における、具体的な活用
シーン等について理解し、AIと協働することによる業務の
質とスピードを高める技術を習得する。

日程▶令和8年12月1日㈫（9:30 ～ 16:30）

講師▶中西 渉 氏
（一般社団法人中部産業連盟）

会場▶ポリテクセンター広島　研修棟203研修室
（広島市中区光南5丁目2番65号）

内容▶・製造業におけるDXの理解（DXの必要性と重点課題）
・DX実現事例（生産性の向上、ビジネス競争力の強化）
・DX推進の目標設定と解決策、計画と実行
演習を通じてDX推進の目標設定と解決策立案、計画
立案をする知識を身に付けていただきます

申込締切日／令和8年11月17日㈫　受講料／3,300円（税込）

コース番号47 製造分野におけるDX推進

定員
15名

生産現場で用いられる各種製造装置や製造工程の監視・制御にICTやIoTなど
のデジタル化を組み込むことにより、製品やサービス、ビジネスモデルの改
革（DX）を推進して、生産性向上、ビジネス競争力を獲得する方法を理解する。

主に中堅・
管理者層向け

主に中堅・
管理者層向け

日程▶令和8年12月8日㈫（9:30 ～ 16:30）
講師▶古谷 健夫 氏

（株式会社エモーサル）
会場▶ポリテクセンター広島　研修棟203研修室

（広島市中区光南5丁目2番65号）
内容▶・品質管理の進め方

（品質・品質管理の意味、不良・クレームゼロを目指すためには、
異常と不適合）

・品質管理活動の推進
　（品質管理活動の基本、標準化と管理の定着）
・不良・クレームゼロの実践
（問題解決・改善の方法、問題解決・改善の進め方、役に立つ道
具と使い方演習）

申込締切日／令和8年11月24日㈫　受講料／3,300円（税込）

コース番号46 品質管理実践

定員
15名

品質管理の考え方を理解し、不良・クレームゼロを実践す
るために必要な知識と技能を習得する。

主に中堅層向け

日程▶令和8年12月7日㈪（9:30 ～ 16:30）

講師▶古谷 健夫 氏
（株式会社エモーサル）

会場▶ポリテクセンター広島　研修棟203研修室
（広島市中区光南5丁目2番65号）

内容▶・品質管理の考え方
　（品質管理とは、製造現場の役割、問題解決の基本）

・QC７つ道具
（今の状態を見える化して関係者で共有するための道具と使い方
演習、原因を追求して特定するための道具と使い方演習）

申込締切日／令和8年11月20日㈮　受講料／3,300円（税込）

コース番号45 品質管理基本

定員
15名

品質管理の考え方を理解し、ＱＣ７つ道具を使って課題へ
の対処ができる知識と技能を習得する。

主に初任層向け




